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市
で
は
、
現
在
、
新
体
育
館
の
規
模

や
機
能
、
概
算
事
業
費
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
整
備
手
法
な
ど
を
ま
と
め

た
「
新
体
育
館
建
設
基
本
計
画
」
の
策

定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
こ
の
計
画
の
策
定
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
は
、
昨
年
10
月
に
出
雲
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
（
今
岡
一
朗
会
長
以
下
19
名
）
に
新
体

育
館
建
設
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
は
、
施
設
の
規
模
・
機
能
等
に
つ

い
て
、
競
技
団
体
や
市
民
を
対
象
に
し
た
説
明

会
の
開
催
や
、
広
報
い
ず
も
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
意

見
を
受
け
付
け
、
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
い

て
き
ま
し
た
。

　

　現段階（第4回審議会まで）での新体育館の規
模・機能についての主なものは、下記のとおり
です。今後、さらに検討が進められます。

●県大会等が開催される県立浜山体育館とのそ
れぞれの役割をふまえ、市民のスポーツ活動
拠点としての機能をメインとします。2階建て
とし延床面積は9,000㎡程度。

●主な施設の構成と想定規模
　①メインアリーナ
　2,000㎡程度で、分割利用を可能とし、観客
席については1,000席程度の固定席を配置。

　②サブアリーナ
　1,000㎡程度で、分割利用を可能とし、２階
に観覧スペースを確保。

　③多目的室、会議室・大会役員室
　分割利用できるようにし、多目的室はダ
ンス等の利用ができるように配慮。

　④ランニングコース
　大会時のアップや雨天時・冬季など日頃
のスポーツ活動等に利用できるランニング
コースを館内に設置。

　⑤駐車場・駐輪場
　駐車場は400台程度を確保し、隣接する
県立大学出雲キャンパス駐車場との相互利
用を検討。駐輪場も設置。

　⑥緑地・憩いの広場
　敷地内には、市民の憩いのスペースを設
け、植栽など景観に配慮。

　⑦付随する機能
　コンベンション、避難所にも活用できる
よう配慮。

　
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
、
審
議
会
で
は
、
松
江

市
総
合
体
育
館
や
県
立
浜
山
体
育
館
の
視
察
を

行
い
な
が
ら
、
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
２
月
６
日
の
第
４
回
会
議
で
審
議

さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
今
後
、
概
算
事
業
費
や
事
業
手
法
に
つ
い
て

も
審
議
が
進
め
ら
れ
、
市
に
答
申
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

おたずね／文化スポーツ課　☎２１－６８０８

新体育館建設予定地（西林木町。敷地面積約 31,700 ㎡）。
一畑電車川跡駅から徒歩８分程度。
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❶市内にある自己または親族（3親等以内）の所
有で、居住する家の工事
❷市内業者（市内に本店を有する業者。個人事
業者含む）に発注する工事
❸工事費５０万円以上の工事
❹助成金交付決定後に着手する工事
❺２０２０年３月10日までに完了する工事

子育て世代、三世代同居、三世代近居、新婚世帯等の定住促進を図るため、住宅改修費用の一部を
助成します。また、空き家の利活用を図るため、いずも空き家バンクに登録された住宅を購入し、
居住する世帯の住宅改修費用の一部についても助成します。

定住促進住まいづくり助成金～住宅リフォーム費用を助成します～

助成内容

助成対象工事

申請方法

おたずね・申込

募集は予算額に達した時点で、終了となります。

※工事の着工前に申請が必要です。

①～⑤のすべてに該当する工事

児
童
相
談
所
で
は
子
ど
も
に
関
す
る

た
く
さ
ん
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
で
生
活
で
き
な
い
子

ど
も
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

を
家
族
の
一
員
と
し
て
家
庭
に
迎
え
入

れ
、愛
情
を
込
め
て
養
育
す
る
人
を
「
里

親
」
と
言
い
ま
す
。
里
親
に
は
主
に
次

の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

【
養
育
里
親
】
親
と
一
緒
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
養
育
す
る

【
養
子
縁
組
里
親
】
養
子
縁
組
し
て

子
ど
も
の
養
親
に
な
る
こ
と
を
前
提
に

養
育
す
る

【
親
族
里
親
】
親
の
死
亡
、
行
方
不

明
な
ど
の
事
情
に
あ
る
子
ど
も
を
、
そ

の
祖
父
母
や
き
ょ
う
だ
い
が
養
育
す
る

現
在
、
自
分
の
家
で
生
活
で
き
な
い

子
ど
も
の
約
75
％
は
施
設
で
暮
ら
し
て

お
り
、
里
親
家
庭
等
で
暮
ら
す
子
ど
も

「
里
親
制
度
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
」

お
た
ず
ね
／
子
ど
も
家
庭
相
談
室

     

　       

☎
○
６
６
０
４

21

は
25
％
ほ
ど
で
す
が
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
発
達
に
と
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け

家
庭
的
な
環
境
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の

中
で
特
定
の
大
人
と
の
愛
着
関
係
の
中

で
養
育
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感

や
基
本
的
信
頼
感
を
獲
得
し
た
り
、
将

来
自
分
の
家
庭
を
築
く
上
で
の
モ
デ
ル

と
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。国

の
方
針
で
は
、
里
親
家
庭
等
で
暮

ら
す
子
ど
も
の
割
合
を
、
就
学
前
の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
75
％
以
上
、
学
童
期

以
降
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
50
％
以
上

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
温

も
り
を
感
じ
な
が
ら
心
身
と
も
に
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
方
に
里

親
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
里
親
制
度
の
こ
と
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
里

親
や
里
子
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

出
雲
児
童
相
談
所
で
は
里
親
制
度
の
出

前
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
出
雲
児
童
相
談
所
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
執
筆
：
出
雲
児
童
相
談
所
）
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子育て世代世帯 18歳以下の子２人以上と同居する世帯

三世代同居世帯 三世代以上が同一敷地内に居住する世帯

三世代近居世帯 三世代以上が旧市町地域内に居住する世帯

新規二世代同居世帯 親と子、孫等が新たに同居しようとする世帯

新婚世帯

空き家バンク登録
住宅購入世帯

結婚５年未満の夫婦が同居する世帯

いずも空き家バンクに登録された住宅を購入し、
居住する世帯。ただし、申請日の1年前までに
購入した住宅に限ります。

助成対象者

申請書に必要事項を記入のうえ、添付書類をそろえ
て、縁結び定住課に提出してください。
申請書は、市ホームページから
ダウンロードできます。
添付書類など詳しくは、縁結び
定住課へおたずねください。

縁結び定住課　☎２１ー６６２９　FAX ２１ー６５９９
メールアドレス　teijyu@city.izumo.shimane.jp

出雲市在住者または申請年度内の転入者で、
次のいずれかに該当する者。


